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世
界
に
は「
ど
こ
へ
も
行
け
な
い
道
」

　
　
　

と
い
う
伝
説
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
ど
こ
の
所
管
で
も
な
い
秘
密
資
金
」

　
　

と
い
う
も
の
が
あ
る
ら
し
い
で
す
な
。

「
聖
獣
配
列
」は

昭
和
五
十
八
年
九
月
一日
か
ら

昭
和
六
十
年
九
月
十
九
日
ま
で
、

「
週
刊
新
潮
」に
連
載
さ
れ
た
。

　

銀
座
の「
ク
ラ
ブ
・
シ
ル

バ
ー
」の
マ
マ
・
中
上
可
南
子

は
、議
員
秘
書
の
倉
田
と
、あ
る

外
国
人
の
手
引
き
で
、今
は
ア

メ
リ
カ
大
統
領
と
な
っ
た
バ
ー

ト
ン
と
再
会
す
る
。迎
賓
館
で
一
夜
を
過
ご
し

た
可
南
子
は
、私
的
な
写
真
を
撮
る
つ
も
り
で

持
参
し
た
小
型
カ
メ
ラ
で
、偶
然
出
く
わ
し
た

密
約
会
談
の
様
子
を
撮
影
す
る
。

　

I
S
O
4
0
0
の
フ
ィ
ル
ム
は
、日
本
・
磯

辺
首
相
と
、ア
メ
リ
カ
・
バ
ー
ト
ン
大
統
領
と
、

数
名
の
側
近
の
姿
を
、見
事
に
写
し
て
い
た
。

　

写
真
を
め
ぐ
り
、強
か
に
野
心
を
燃
や
す
可

南
子
と
、会
談
の
黒
幕
と
の
暗
闘
が
始
ま
る
。

　

ス
イ
ス
の
個
人
銀
行
に
一
度
は
大
金
を
得

た
可
南
子
だ
っ
た
が
…
「
宇
都
宮
の
釣
天
井
」

を
作
っ
た
大
工
の
よ
う
に
、密
約
に
奔
走
し
た

者
た
ち
も
消
さ
れ
た
。ま
た
、可
南
子
の
運
命

も
―
。

　

写
真
一
枚
の
持
つ
力
と
、そ
れ
を
無
効
に
す

る
驚
き
の
手
口
。さ
ら
に
、恐
る
べ
き
結
末
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

（
専
門
学
芸
員　

栁
原 

暁
子
）
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●
国
際
共
同
研
究 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
松
本
清
張
研
究
会 

第
25
回
研
究
発
表
会 

●
特
別
企
画
展

　
　
『
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
携
え
て
』

●
展
示
品
紹
介

●
点
描 

作
品
の
舞
台
を
訪
ね
て

●
研
究
誌『
松
本
清
張
研
究
』第
十
三
号
発
刊

●
友
の
会
活
動
報
告

●
ト
ピ
ッ
ク
ス



東アジアにおける

松
本
清
張
が
読
む
魯
迅
、

東
ア
ジ
ア
が
読
む
松
本
清
張

松
本
清
張
と
中
国

●
十
時
〜
十
二
時

報
告
1

松本清張作品の受容

国際共同研究　公開シンポジウム

●
平
成
二
十
四
年
二
月
十
一
日（
祝
）　

十
時
〜
十
五
時
三
十
分

●
松
本
清
張
記
念
館　

地
階
ホ
ー
ル

　

平
成
二
十
三
年
度
、松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業
に
選
ば
れ
た

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
松
本
清
張
作
品
の
受
容
」国
際
共
同
研

究
チ
ー
ム
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
、中
国
、台
湾
、香
港
、韓
国
に
お
け
る
、清
張
作
品
の
比

較
文
化
・
受
容
の
研
究
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、総
合
討
論

で
は
活
発
な
議
論
・
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

東
ア
ジ
ア
と
松
本
清
張

作
品
の
映
画
化
、ド
ラ
マ
化

●
平
成
二
十
四
年
二
月
十
二
日（
日
）

●
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

　
■ 

王
成
／
于
桂
玲
／
関
詩
珮
／

　
　

陳
國
偉
／
南
富
鎭

　
■ 

司
会　

藤
井
省
三

●
松
本
清
張
記
念
館　

地
階　

会
議
室

　

松
本
清
張
の
初
期
短
編
小
説「
張
込
み
」を

題
材
に
、原
作
・
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
違

い
や
影
響
に
つ
い
て
、様
々
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

　

司
会
の
藤
井
省
三
氏
は
、映
画
で
童
謡「
ふ

る
さ
と
」が
二
度
登
場
す
る
こ
と
、機
関
車
の

シ
ー
ン
で
各
駅
名
が
繰
り
返
し
示
さ
れ
る
こ

と
か
ら「
故
郷
」を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、パ
ネ
リ
ス
ト
へ

①
映
画
、ド
ラ
マ
の
改
変（
脚
色
）に
つ
い

て
②
他
国
の
研
究
者
か
ら
見
て
ど
う
思
っ

た
か

③（
日
本
以
外
の
）自
国
で「
張
込
み
」を

映
像
化
す
る
と
し
た
ら
ど
う
か

の
三
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

各
国
の
研
究
者
か
ら
は

　
「
昭
和
三
十
年
代
の
日
本
の
日
常
が
描
か

れ
て
い
る
」

　
「
汗
や
雨
を
は
じ
め
、水
が
多
用
さ
れ
て
い

る
。欲
望
の
象
徴
で
は
な
い
か
」

　
「
小
説
と
映
画
は
同
時
代
だ
が
、ド
ラ
マ
は

現
代
。動
機
や
人
間
像
の
変
化
は
日
本
の
現

代
社
会
を
反
映
し
て
い
る
」

　

な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

第1部
藤
井 

省
三

（
東
京
大
学
）

▼
松
本
清
張
の
初
期
小
説「
父
系
の
指
」

と
魯
迅「
故
郷
」

―
貧
者〝
棄
〞郷
の
私
小
説
か
ら
推
理

小
説「
張
込
み
」へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て

松
本
清
張
と
香
港
・
台
湾
・
韓
国

●
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

第2部▼
松
本
清
張
小
說
の
一
九
八
〇
年
代
香

港
に
お
け
る
翻
訳
紹
介
ブ
ー
ム

報
告
2王　

成
（
中
国
・
清
華
大
学
）

▼
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
と
中
国

―
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
力

▼
歪
ん
だ
複
写

―
一
九
八
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
松
本

清
張
の
翻
訳
と
受
容

二
日
目

一
日
目

▼
松
本
清
張
と
丸
山
眞
男
の
朝
鮮

▼『
種
族
同
盟
』か
ら『
黒
の
奔
流
』へ
の

逆
転―

清
張
文
学
の
女
性
像
を
め
ぐ
っ
て

U
ganda K

W
A

N

　

松
本
清
張
記
念
館
所
蔵
の
清
張
旧
蔵
書
か
ら
推

理
す
る
に
、清
張
は
魯
迅
を
愛
読
し
て
い
た
。『
新

潮
』一
九
五
五
年
九
月
号
に
発
表
さ
れ
た
清
張
の
私

小
説
風
作
品「
父
系
の
指
」は
、魯
迅
の
短
編「
故
郷
」

の
構
造
を
逆
転
し
た
も
の
で
あ
り
、貧
者
で
あ
る
閏

土
の
息
子
水
生
の
視
点
に
立
っ
て
、「
故
郷
」の
語
り

手
の
私
お
よ
び
そ
の
甥
・
宏
児
に
相
当
す
る
富
者
を

報
告
4関

詩
珮

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル・
南
洋
理
工
大
学
）

批
判
し
て
い
る
。

　

苦
悩
は
富
者
の
特
権
で
は
な
く
、貧
者
は
論
理
と

情
念
を
喪
失
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
、と
り
わ
け

貧
者
が
犯
罪
を
犯
す
時
、そ
の
苦
悩
は
い
か
な
る
も

の
か
―
こ
の
よ
う
な
ア
ン
チ
魯
迅
、反「
故
郷
」の

テ
ー
マ
は『
小
説
新
潮
』一
九
五
五
年
十
二
月
号
に

発
表
さ
れ
た「
張
込
み
」へ
と
結
実
し
て
い
る
。

　

中
国
に
お
け
る
松
本
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
の
受
容

は
、文
学
作
品
と
映
画
・
ド
ラ
マ
な
ど
の
映
像
メ

デ
ィ
ア
の
連
動
に
よ
っ
て
、幅
広
い
読
者
層
を
成
し

て
い
る
。多
く
の
読
者
は
映
画
や
ド
ラ
マ
を
通
し

て
、清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
の
魅
力
を
知
り
清
張
文
学
作

報
告
5陳

國
偉

（
台
湾
・
中
興
大
学
）

報
告
3于

桂
玲

（
中
国
・
黒
竜
江
大
学
）

品
を
愛
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
砂
の
器
』は
一
九
七
九
年
中
国
で
吹
き
替
え
を

さ
れ
て
、翌
年
の
公
開
で
大
ヒ
ッ
ト
し
、中
国
人
の

一
時
代
に
お
け
る
共
通
の
文
化
記
憶
と
な
っ
て
い

る
。『
霧
の
旗
』は
一
九
八
〇
年
に
吹
き
替
え
を
さ
れ

た
が
、公
開
さ
れ
ず
に
、内
部
上
映
さ
れ
た
。中
国
に

お
け
る
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
の
受
容
は
、一
般
読
者
だ

け
で
な
く
作
家
た
ち
に
ま
で
及
び
、文
学
界
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

清
張
の
短
編
小
説『
種
族
同
盟
』は
、一
九
七
二
年

の
映
画
化
の
際『
黒
の
奔
流
』と
改
題
さ
れ
、犯
罪
者

の
性
別
が
男
性
か
ら
女
性
に
変
更
さ
れ
た
。以
来
、

二
〇
〇
九
年
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
版
ま
で
援
用
さ
れ
た
。

こ
の
変
更
は
清
張
作
品
の
女
性
像
の
延
長
か
、反
す

る
も
の
な
の
か
？ 

他
の
作
品
を
例
に
女
性
犯
罪
者

を
見
て
み
る
と
、『
霧
の
旗
』『
点
と
線
』『
黒
革
の
手

帖
』は
復
讐
す
る
女
性
の
姿
が
あ
る
。ま
た『
ゼ
ロ
の

焦
点
』『
地
方
紙
を
買
う
女
』な
ど
は
、過
去
に
苦
し

め
ら
れ
る
女
性
だ
。同
様
に『
砂
の
器
』『
顔
』『
内
海

の
輪
』な
ど
男
性
の
も
の
も
あ
る
。こ
れ
ら
は
映
像

化
さ
れ
る
際
に
時
代
差
を
埋
め
る
た
め
の
変
更
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

原
作
で
は
、時
代
の
差
か
ら
清
張
の
描
く
女
性
像

や
結
末
に
女
性
読
者
は
不
満
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
深
い
と
こ
ろ
で
女
性
へ
の
同
情
以
上
に
敬
意

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。映
像
化
に
お
け
る
変

更
の
多
く
は
、原
作
の
女
性
像
か
ら
逸
し
て
い
る
し
、

現
代
人
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

松
本
清
張
の
作
品
は
か
つ
て
香
港
で
大
い
に
歓

迎
さ
れ
て
い
た
。現
在
の
多
く
の
探
偵
小
説
・
推
理

小
説
・
S
F
小
説
の
著
名
作
家
は「
松
本
清
張
が
推

理
小
説
の
世
界
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
」と
言
っ

て
い
る
。香
港
で
は
一
九
八
〇
年
代
よ
り
松
本
清
張

小
說
の
翻
訳
と
模
倣
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。一
部

の
翻
訳
者
は
、清
張
小
説
翻
訳
を
、彼
の
作
風
を
学

　

一
九
八
〇
年
代
、『
松
本
清
張
選
集
』の
創
刊
や
、

雑
誌「
推
理
」で
の
清
張
短
編
小
説
の
掲
載
に
よ
り
、

台
湾
は
本
格
的
に
松
本
清
張
の
時
代
を
迎
え
た
。当

時
、台
湾
文
学
界
で
興
隆
し
て
き
た「
郷
土
文
学
」精

神
も
後
押
し
と
な
り
、松
本
清
張
は
八
〇
年
代
台
湾

の
イ
ン
テ
リ
と
推
理
小
説
読
者
に
重
視
さ
れ
る
作

家
で
あ
り
、推
理
小
説
の
創
作
に
挑
む
人
た
ち
の
啓

蒙
者
に
も
な
っ
た
。し
か
し
旧
国
民
党
独
裁
体
制
下

の
台
湾
で
は
、社
会
派
を
誕
生
さ
せ
る
よ
う
な
民
主

社
会
の
土
壌
は
な
く
、極
度
に
制
限
さ
れ
た
情
況
下

で
の
理
解
の
も
と
、そ
の
小
説
テ
ー
マ
と
人
物
像
を

歪
め
な
が
ら
複
写
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

島
崎
博（
傳
博
。台
湾
出
身
。一
九
七
五
年
に
日
本

で
雑
誌「
幻
影
城
」を
創
刊
し
た
）に
よ
る
林
佛
児

（
台
湾
推
理
小
説
界
の
代
表
的
な
人
物
）小
説
へ
の

批
判
の
よ
う
に
、ス
ト
ー
リ
ー
展
開
や
ア
イ
デ
ア
だ

け
を
模
倣
し
、社
会
性
や
犯
行
動
機
に
乏
し
い
台
湾

の
推
理
小
説
の
実
態
は
否
め
な
い
。

報
告
6南

富
鎭（

静
岡
大
学
）

　

全
く
接
点
が
な
く
、む
し
ろ
多
く
の
側
面
で
対
極

に
あ
る
松
本
清
張
と
丸
山
眞
男
だ
が
、唯
一
の
共
通

点
が
あ
る
。朝
鮮
で
の
二
等
兵
と
し
て
の
兵
隊
経
験

だ
。二
人
が
朝
鮮
に
渡
っ
た
の
は
奇
し
く
も
同
じ
一

九
四
四
年
七
月
で
、同
じ
第
二
〇
師
団
だ
っ
た
。

　

朝
鮮
と
い
う
特
殊
な
場
所
で
の
、共
通
し
た
二
等

兵
経
験
に
よ
っ
て
、二
人
の
対
極
的
な
認
識
が
一
層

鮮
明
に
さ
れ
た
。兵
隊
経
験
は
松
本
清
張
文
学
と
社

会
認
識
の
根
幹
を
な
し
て
お
り
、丸
山
眞
男
の
政
治

思
想
に
お
い
て
は
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
執
拗
低
音
」

を
な
し
て
い
る
。朝
鮮
で
の
兵
隊
経
験
に
よ
っ
て
二

人
の
文
学
と
政
治
思
想
の
基
本
的
な
枠
が
決
定
さ

れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。さ
ら
に
そ
れ
は
、二
人
の
大

き
な
分
岐
点
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ぶ
た
め
の
手
段
と
見
な
し
て
お
り
、翻
訳
か
ら
模
倣

へ
と
移
行
し
た
。

　

松
本
清
張
を
訪
問
し
た
こ
と
の
あ
る
沈
西
城
は

そ
の
好
例
で
あ
り
、映
画『
甜
蜜
蜜
』の
脚
本
を
手
が

け
た
岸
西
も
愛
読
者
で
あ
る
。今
日
の
香
港
に
お
け

る
、著
名
作
家
や
文
化
産
業
の
ア
イ
デ
ア
マ
ン
が
、

清
張
作
品
に
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
、彼
ら
の

発
言
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、今
後
更
に
調
査
を
続
け

て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
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東アジアにおける

松
本
清
張
が
読
む
魯
迅
、

東
ア
ジ
ア
が
読
む
松
本
清
張

松
本
清
張
と
中
国

●
十
時
〜
十
二
時

報
告
1

松本清張作品の受容

国際共同研究　公開シンポジウム

●
平
成
二
十
四
年
二
月
十
一
日（
祝
）　

十
時
〜
十
五
時
三
十
分

●
松
本
清
張
記
念
館　

地
階
ホ
ー
ル

　

平
成
二
十
三
年
度
、松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業
に
選
ば
れ
た

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
松
本
清
張
作
品
の
受
容
」国
際
共
同
研

究
チ
ー
ム
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
、中
国
、台
湾
、香
港
、韓
国
に
お
け
る
、清
張
作
品
の
比

較
文
化
・
受
容
の
研
究
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、総
合
討
論

で
は
活
発
な
議
論
・
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

東
ア
ジ
ア
と
松
本
清
張

作
品
の
映
画
化
、ド
ラ
マ
化

●
平
成
二
十
四
年
二
月
十
二
日（
日
）

●
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

　
■ 

王
成
／
于
桂
玲
／
関
詩
珮
／

　
　

陳
國
偉
／
南
富
鎭

　
■ 

司
会　

藤
井
省
三

●
松
本
清
張
記
念
館　

地
階　

会
議
室

　

松
本
清
張
の
初
期
短
編
小
説「
張
込
み
」を

題
材
に
、原
作
・
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
違

い
や
影
響
に
つ
い
て
、様
々
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

　

司
会
の
藤
井
省
三
氏
は
、映
画
で
童
謡「
ふ

る
さ
と
」が
二
度
登
場
す
る
こ
と
、機
関
車
の

シ
ー
ン
で
各
駅
名
が
繰
り
返
し
示
さ
れ
る
こ

と
か
ら「
故
郷
」を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、パ
ネ
リ
ス
ト
へ

①
映
画
、ド
ラ
マ
の
改
変（
脚
色
）に
つ
い

て
②
他
国
の
研
究
者
か
ら
見
て
ど
う
思
っ

た
か

③（
日
本
以
外
の
）自
国
で「
張
込
み
」を

映
像
化
す
る
と
し
た
ら
ど
う
か

の
三
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

各
国
の
研
究
者
か
ら
は

　
「
昭
和
三
十
年
代
の
日
本
の
日
常
が
描
か

れ
て
い
る
」

　
「
汗
や
雨
を
は
じ
め
、水
が
多
用
さ
れ
て
い

る
。欲
望
の
象
徴
で
は
な
い
か
」

　
「
小
説
と
映
画
は
同
時
代
だ
が
、ド
ラ
マ
は

現
代
。動
機
や
人
間
像
の
変
化
は
日
本
の
現

代
社
会
を
反
映
し
て
い
る
」

　

な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

第1部
藤
井 

省
三

（
東
京
大
学
）

▼
松
本
清
張
の
初
期
小
説「
父
系
の
指
」

と
魯
迅「
故
郷
」

―
貧
者〝
棄
〞郷
の
私
小
説
か
ら
推
理

小
説「
張
込
み
」へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て

松
本
清
張
と
香
港
・
台
湾
・
韓
国

●
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

第2部▼
松
本
清
張
小
說
の
一
九
八
〇
年
代
香

港
に
お
け
る
翻
訳
紹
介
ブ
ー
ム

報
告
2王　

成
（
中
国
・
清
華
大
学
）

▼
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
と
中
国

―
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
力

▼
歪
ん
だ
複
写

―
一
九
八
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
松
本

清
張
の
翻
訳
と
受
容

二
日
目

一
日
目

▼
松
本
清
張
と
丸
山
眞
男
の
朝
鮮

▼『
種
族
同
盟
』か
ら『
黒
の
奔
流
』へ
の

逆
転―

清
張
文
学
の
女
性
像
を
め
ぐ
っ
て

U
ganda K

W
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松
本
清
張
記
念
館
所
蔵
の
清
張
旧
蔵
書
か
ら
推

理
す
る
に
、清
張
は
魯
迅
を
愛
読
し
て
い
た
。『
新

潮
』一
九
五
五
年
九
月
号
に
発
表
さ
れ
た
清
張
の
私

小
説
風
作
品「
父
系
の
指
」は
、魯
迅
の
短
編「
故
郷
」

の
構
造
を
逆
転
し
た
も
の
で
あ
り
、貧
者
で
あ
る
閏

土
の
息
子
水
生
の
視
点
に
立
っ
て
、「
故
郷
」の
語
り

手
の
私
お
よ
び
そ
の
甥
・
宏
児
に
相
当
す
る
富
者
を

報
告
4関

詩
珮

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル・
南
洋
理
工
大
学
）

批
判
し
て
い
る
。

　

苦
悩
は
富
者
の
特
権
で
は
な
く
、貧
者
は
論
理
と

情
念
を
喪
失
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
、と
り
わ
け

貧
者
が
犯
罪
を
犯
す
時
、そ
の
苦
悩
は
い
か
な
る
も

の
か
―
こ
の
よ
う
な
ア
ン
チ
魯
迅
、反「
故
郷
」の

テ
ー
マ
は『
小
説
新
潮
』一
九
五
五
年
十
二
月
号
に

発
表
さ
れ
た「
張
込
み
」へ
と
結
実
し
て
い
る
。

　

中
国
に
お
け
る
松
本
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
の
受
容

は
、文
学
作
品
と
映
画
・
ド
ラ
マ
な
ど
の
映
像
メ

デ
ィ
ア
の
連
動
に
よ
っ
て
、幅
広
い
読
者
層
を
成
し

て
い
る
。多
く
の
読
者
は
映
画
や
ド
ラ
マ
を
通
し

て
、清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
の
魅
力
を
知
り
清
張
文
学
作

報
告
5陳

國
偉

（
台
湾
・
中
興
大
学
）

報
告
3于

桂
玲

（
中
国
・
黒
竜
江
大
学
）

品
を
愛
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
砂
の
器
』は
一
九
七
九
年
中
国
で
吹
き
替
え
を

さ
れ
て
、翌
年
の
公
開
で
大
ヒ
ッ
ト
し
、中
国
人
の

一
時
代
に
お
け
る
共
通
の
文
化
記
憶
と
な
っ
て
い

る
。『
霧
の
旗
』は
一
九
八
〇
年
に
吹
き
替
え
を
さ
れ

た
が
、公
開
さ
れ
ず
に
、内
部
上
映
さ
れ
た
。中
国
に

お
け
る
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
の
受
容
は
、一
般
読
者
だ

け
で
な
く
作
家
た
ち
に
ま
で
及
び
、文
学
界
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

清
張
の
短
編
小
説『
種
族
同
盟
』は
、一
九
七
二
年

の
映
画
化
の
際『
黒
の
奔
流
』と
改
題
さ
れ
、犯
罪
者

の
性
別
が
男
性
か
ら
女
性
に
変
更
さ
れ
た
。以
来
、

二
〇
〇
九
年
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
版
ま
で
援
用
さ
れ
た
。

こ
の
変
更
は
清
張
作
品
の
女
性
像
の
延
長
か
、反
す

る
も
の
な
の
か
？ 

他
の
作
品
を
例
に
女
性
犯
罪
者

を
見
て
み
る
と
、『
霧
の
旗
』『
点
と
線
』『
黒
革
の
手

帖
』は
復
讐
す
る
女
性
の
姿
が
あ
る
。ま
た『
ゼ
ロ
の

焦
点
』『
地
方
紙
を
買
う
女
』な
ど
は
、過
去
に
苦
し

め
ら
れ
る
女
性
だ
。同
様
に『
砂
の
器
』『
顔
』『
内
海

の
輪
』な
ど
男
性
の
も
の
も
あ
る
。こ
れ
ら
は
映
像

化
さ
れ
る
際
に
時
代
差
を
埋
め
る
た
め
の
変
更
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

原
作
で
は
、時
代
の
差
か
ら
清
張
の
描
く
女
性
像

や
結
末
に
女
性
読
者
は
不
満
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
深
い
と
こ
ろ
で
女
性
へ
の
同
情
以
上
に
敬
意

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。映
像
化
に
お
け
る
変

更
の
多
く
は
、原
作
の
女
性
像
か
ら
逸
し
て
い
る
し
、

現
代
人
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

松
本
清
張
の
作
品
は
か
つ
て
香
港
で
大
い
に
歓

迎
さ
れ
て
い
た
。現
在
の
多
く
の
探
偵
小
説
・
推
理

小
説
・
S
F
小
説
の
著
名
作
家
は「
松
本
清
張
が
推

理
小
説
の
世
界
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
」と
言
っ

て
い
る
。香
港
で
は
一
九
八
〇
年
代
よ
り
松
本
清
張

小
說
の
翻
訳
と
模
倣
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。一
部

の
翻
訳
者
は
、清
張
小
説
翻
訳
を
、彼
の
作
風
を
学

　

一
九
八
〇
年
代
、『
松
本
清
張
選
集
』の
創
刊
や
、

雑
誌「
推
理
」で
の
清
張
短
編
小
説
の
掲
載
に
よ
り
、

台
湾
は
本
格
的
に
松
本
清
張
の
時
代
を
迎
え
た
。当

時
、台
湾
文
学
界
で
興
隆
し
て
き
た「
郷
土
文
学
」精

神
も
後
押
し
と
な
り
、松
本
清
張
は
八
〇
年
代
台
湾

の
イ
ン
テ
リ
と
推
理
小
説
読
者
に
重
視
さ
れ
る
作

家
で
あ
り
、推
理
小
説
の
創
作
に
挑
む
人
た
ち
の
啓

蒙
者
に
も
な
っ
た
。し
か
し
旧
国
民
党
独
裁
体
制
下

の
台
湾
で
は
、社
会
派
を
誕
生
さ
せ
る
よ
う
な
民
主

社
会
の
土
壌
は
な
く
、極
度
に
制
限
さ
れ
た
情
況
下

で
の
理
解
の
も
と
、そ
の
小
説
テ
ー
マ
と
人
物
像
を

歪
め
な
が
ら
複
写
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

島
崎
博（
傳
博
。台
湾
出
身
。一
九
七
五
年
に
日
本

で
雑
誌「
幻
影
城
」を
創
刊
し
た
）に
よ
る
林
佛
児

（
台
湾
推
理
小
説
界
の
代
表
的
な
人
物
）小
説
へ
の

批
判
の
よ
う
に
、ス
ト
ー
リ
ー
展
開
や
ア
イ
デ
ア
だ

け
を
模
倣
し
、社
会
性
や
犯
行
動
機
に
乏
し
い
台
湾

の
推
理
小
説
の
実
態
は
否
め
な
い
。

報
告
6南

富
鎭（

静
岡
大
学
）

　

全
く
接
点
が
な
く
、む
し
ろ
多
く
の
側
面
で
対
極

に
あ
る
松
本
清
張
と
丸
山
眞
男
だ
が
、唯
一
の
共
通

点
が
あ
る
。朝
鮮
で
の
二
等
兵
と
し
て
の
兵
隊
経
験

だ
。二
人
が
朝
鮮
に
渡
っ
た
の
は
奇
し
く
も
同
じ
一

九
四
四
年
七
月
で
、同
じ
第
二
〇
師
団
だ
っ
た
。

　

朝
鮮
と
い
う
特
殊
な
場
所
で
の
、共
通
し
た
二
等

兵
経
験
に
よ
っ
て
、二
人
の
対
極
的
な
認
識
が
一
層

鮮
明
に
さ
れ
た
。兵
隊
経
験
は
松
本
清
張
文
学
と
社

会
認
識
の
根
幹
を
な
し
て
お
り
、丸
山
眞
男
の
政
治

思
想
に
お
い
て
は
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
執
拗
低
音
」

を
な
し
て
い
る
。朝
鮮
で
の
兵
隊
経
験
に
よ
っ
て
二

人
の
文
学
と
政
治
思
想
の
基
本
的
な
枠
が
決
定
さ

れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。さ
ら
に
そ
れ
は
、二
人
の
大

き
な
分
岐
点
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ぶ
た
め
の
手
段
と
見
な
し
て
お
り
、翻
訳
か
ら
模
倣

へ
と
移
行
し
た
。

　

松
本
清
張
を
訪
問
し
た
こ
と
の
あ
る
沈
西
城
は

そ
の
好
例
で
あ
り
、映
画『
甜
蜜
蜜
』の
脚
本
を
手
が

け
た
岸
西
も
愛
読
者
で
あ
る
。今
日
の
香
港
に
お
け

る
、著
名
作
家
や
文
化
産
業
の
ア
イ
デ
ア
マ
ン
が
、

清
張
作
品
に
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
、彼
ら
の

発
言
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、今
後
更
に
調
査
を
続
け

て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
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も
し
私
が
も
う
少
し
早
く
生
れ
、あ
る
い
は
も
う
少

し
早
く
菊
池
寛
と
機
縁
を
持
つ
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら

ば
、私
は
菊
池
先
生
の
門
下
生
に
な
っ
て
い
た
ろ
う
と

思
う
。門
下
生
で
も
駿
足
の
一
人
に
な
り
得
た
ろ
う
と

思
い
ま
す
。と
い
う
の
は
、菊
池
先
生
の
境
涯
と
私
の

境
涯
と
よ
く
似
て
い
る
。感
情
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。（
講
演「
菊
池
寛
の
文
学
」）

　

菊
池
寛（
明
治
二
十
一（
一
八
八
八
）年
十
二
月
、香

川
県
高
松
生
ま
れ
。昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
没
、

享
年
六
十
歳
）
の
家
柄
は
、先
祖
代
々
、高
松
藩
の
藩

儒
の
家
系
で
す
。江
戸
時
代
の
菊
池
五
山
と
い
う
立
派

な
儒
学
者
の
血
が
流
れ
て
い
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。し
か
し
、御
維
新
で
父
親
は

職
を
変
え
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
す
。小
学
校
の
小
遣

い
さ
ん
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。菊
池
寛
は
六

人
兄
弟
の
四
男
坊
で
し
た
。「
半
自
叙
伝
」と
い
う
自
伝

の
中
に
、教
科
書
が
買
え
な
く
て
、友
達
の
を
借
り
て

墨
で
書
き
写
し
た
話
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。修
学

旅
行
に
も
行
け
な
か
っ
た
。後
年
、文
壇
の
『
大
御
所
』

と
呼
ば
れ
た
菊
池
寛
は
、袂
に
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
な
っ

た
紙
幣
を
入
れ
て
い
て
、若
く
て
ま
だ
目
が
出
な
い
作

家
達
が
来
る
と
、「
君
、困
っ
て
な
い
か
？
」
と
言
っ
て

小
遣
い
を
渡
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り

ま
す
。芥
川
賞
も
直
木
賞
も
、う
ず
も
れ
た
若
い
人
を

引
き
上
げ
て
や
ろ
う
と
い
う
意
図
の
下
に
作
ら
れ
た

わ
け
で
す
。ど
れ
も
、自
分
が
苦
労
し
た
貧
困
と
い
う

問
題
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

菊
池
は
高
松
中
学
校
を
出
ま
す
が
、お
金
が
続
か
ず

上
に
は
進
め
ま
せ
ん
。そ
こ
で
給
費
生
と
し
て
、東
京

高
等
師
範
学
校
に
い
や
い
や
入
り
ま
す
。そ
の
後
、明

治
大
学
や
早
稲
田
大
学
に
行
き
遠
回
り
し
な
が
ら
、第

一
高
等
学
校
に
入
り
ま
す
。同
期
に
は
、芥
川
龍
之
介
、

久
米
正
雄
な
ど
の
、後
に
文
名
を
は
せ
る
秀
才
た
ち
が

お
り
ま
す
。卒
業
間
際
に
『
マ
ン
ト
事
件
』
が
起
き
ま

す
。佐
野
文
夫
と
い
う
友
人
の
罪
を
着
て
退
学
に
な
る

と
い
う
事
件
で
す
。そ
し
て
、京
都
大
学
の
英
文
科
に

入
り
ま
す
が
、こ
の
と
き
援
助
し
て
く
れ
た
の
が
成
瀬

正
一
と
い
う
友
人
で
す
。父
親
は
十
五
銀
行
の
総
支
配

人
で
、裕
福
な
家
庭
で
す
。卒
業
後
、『
時
事
新
報
』の
記

者
に
な
り
ま
す
が
、給
料
は
月
三
十
円
で
し
た
。当
時

の
公
務
員
の
初
任
給
は
、七
十
円
で
す
。そ
れ
か
ら
、写

真
だ
け
の
見
合
い
で
実
利
的
に
条
件
の
一
番
い
い
、奥

村
包
子
と
い
う
同
郷
人
と
結
婚
し
ま
す
。

　

松
本
清
張（
明
治
四
十
二（
一
九
○
九
）年
十
二
月
、

福
岡
県
の
小
倉
、現
在
の
北
九
州
市
小
倉

北
区
生
ま
れ
。平
成
四（
一
九
九
二
）年
没
、

享
年
八
十
二
歳
）
さ
ん
の
父
親
は
峯
太
郎

と
言
い
ま
す
。餅
屋
さ
ん
や
塩
鮭
売
り
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
す
る
が
、成
功
し

な
い
。母
親
は
タ
ニ
さ
ん
、非
常
に
愛
情
の

強
い
人
で
す
が
、文
字
が
読
め
な
い
。清
張

さ
ん
は
一
人
っ
子
と
し
て
溺
愛
さ
れ
ま

す
。高
等
小
学
校
卒
業
後
、学
資
が
な
く
川

北
電
気
企
業
社
の
給
仕
に
な
り
、そ
の
後
、

印
刷
会
社
の
石
版
工
の
見
習
い
に
な
り
ま

す
。昭
和
三
年
で
、月
給
が
十
円
で
す
。こ

の
頃
の
大
工
さ
ん
の
一
日
の
手
間
賃
が
三
円
だ
そ
う

で
す
。松
本
清
張
さ
ん
も
経
済
的
に
な
か
な
か
自
立
で

き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

昭
和
十
二
年
に
、小
倉
の
朝
日
新
聞
社
の
九
州
支
社

に
広
告
版
下
工
と
し
て
入
り
ま
す
。新
聞
社
で
は
、学

歴
に
よ
る
差
別
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
体
験
し
て
い
ま
す

が
、収
入
は
だ
い
ぶ
安
定
し
た
よ
う
で
す
。昭
和
二
十

年
に
終
戦
、朝
鮮
か
ら
復
員
し
て
き
て
朝
日
新
聞
社
に

復
職
し
ま
す
。し
か
し
、八
人
家
族
を
養
う
の
は
難
し

か
っ
た
の
で
、箒
売
り
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
口

を
糊
し
て
お
り
ま
す
。昭
和
二
十
五
年
、「
週
刊
朝
日
」

で
懸
賞
小
説
の
募
集
が
あ
っ
て
「
西
郷
札
」
を
書
き

ま
す
。三
等
入
選
、こ
れ
が
翌
年
の
直
木
賞
候
補
に
も

な
る
。少
し
文
名
が
上
が
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。昭
和

二
十
八
年
に
は
、「
或
る
『
小
倉
日
記
』
伝
」
で
芥
川
賞

を
取
り
上
京
し
ま
す
が
、家
族
八
人
を
東
京
に
よ
べ
た

の
は
翌
年
の
こ
と
で
し
た
。社
を
辞
め
、作
家
と
し
て

自
立
す
る
に
は
ま
だ
勇
気
が
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

講
演
で
清
張
さ
ん
は
、菊
池
寛
と
自
分
の
境
涯
が
似

て
い
る
の
で
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
る
と
言
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、貧
困
に
焦
点
を
当
て
て
見
る
と
、確
か

に
そ
の
通
り
と
い
う
気
が
し
ま
す
。そ
こ
に
両
者
の
接

点
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。清
張
さ
ん
は
一
見
「
立

志
伝
」の
よ
う
な
菊
池
の「
半
自
叙
伝
」を
読
ん
で
、あ

る
種
の〈
希
望
〉を
持
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　

清
張
さ
ん
は
上
級
学
校
に
進
め
な
か
っ
た
か
ら
、

「
私
に
は
友
人
と
い
う
も
の
が

い
な
い
」。非
常
に
寂
し
い
と

仰
っ
て
い
る
。

　

対
し
て
、菊
池
の
ほ
う
は
芥

川
、久
米
と
い
う
共
に
研
鑽
す

る
仲
間
が
い
る
。経
済
的
な
援

助
を
し
て
く
れ
た
成
瀬
正
一
、

成
瀬
家
と
の
繋
が
り
も
あ
っ

た
。友
人
に
は
非
常
に
恵
ま
れ

て
い
ま
し
た
。ま
た
菊
池
に
は

一
種
の
党
派
性
、派
閥
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
と
の
対
抗
の
中
で
、後
輩
、先
輩
、同
期
の
仲
間
達

を
う
ま
く
自
分
の
傘
下
に
入
れ
、文
藝
春
秋
と
い
う
媒

体
を
使
い
な
が
ら
組
織
化
し
て
い
く
。さ
ら
に
文
壇
の

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
非
常
に
大
き
な
位
置
を
占

め
て
い
き
ま
す
が
、そ
の
た
め
に
戦
時
中
は
、軍
の
提

灯
持
ち
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。こ
の
辺
は
、松
本
清
張

さ
ん
と
の
対
照
的
な
生
き
方
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、峰
子
さ
ん
と
い
う
成
瀬
正
一
の
お
母
さ

ん
が
い
ま
す
。彼
女
は
菊
池
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
、

我
が
子
同
様
に
丸
ご
と
面
倒
を
見
て
く
れ
ま
し
た
。

「
大
島
の
出
来
る
話
」の
中
で
、い
か
に
物
心
両
面
で
救

わ
れ
た
か
と
縷
々
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。合
理
主
義
者
で

非
常
に
現
実
主
義
者
の
よ
う
に
見
え
る
菊
池
も
、最
終

的
に
は
人
間
を
善
な
る
も
の
と
捉
え
る
眼
を
持
っ
て

い
た
と
私
は
考
え
ま
す
。こ
の
菊
池
の
性
善
説
は
、峰

子
さ
ん
の
存
在
、そ
の
善
性
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

た
と
思
い
ま
す
。「
屋
上
の
狂
人
」
や
「
父
帰
る
」
な
ど

の
作
品
に
は
、最
後
に
〈
救
い
〉
が
あ
る
。菊
池
の
文
学

的
教
養
の
基
本
は
〈
戯
曲
〉
で
す
が
、菊
池
作
品
の
大

き
な
基
盤
は
こ
の〈
救
い
〉だ
と
思
い
ま
す
。

　

対
し
て
、清
張
さ
ん
は
ど
う
か
。〈
救
い
〉
が
全
然
な

い
こ
と
は
な
い
が
、冷
や
や
か
に
事
件
な
り
人
間
な
り

を
見
つ
め
る
。そ
し
て
、救
い
上
げ
る
よ
り
は
突
き
放

し
て
、そ
の
〈
真
理
〉
に
寄
り
そ
お
う
と
す
る
。何
故
そ

ん
な
悪
を
な
す
の
か
、と
人
間
の
〈
真
理
〉
に
身
を
寄

せ
て
い
く
。菊
池
と
対
比
す
る
と
そ
れ
は
、一
種
の
諦

念
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

不
思
議
な
縁
で
す
が
、清
張
さ
ん
は
「
或
る
『
小
倉

日
記
』
伝
」
で
一
旦
は
直
木
賞
候
補
に
な
り
ま
す
。し

か
し
、最
終
的
に
受
賞
し
た
の
は
芥
川
賞
。こ
れ
は
清

張
文
学
が
い
ず
れ
の
方
に
も
足
を
踏
ま
え
る
性
質
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、大
衆

文
学
的
で
あ
る
と
同
時
に
純
文
学
的
な
性
質
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
、図
ら
ず
も
菊
池
寛
の
創
設
し
た
二
つ

の
賞
に
お
い
て
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

『
菊
池
寛
と
松
本
清
張
の
接
点
』

片
山 

宏
行

○
青
山
学
院
大
学
教
授

　
日
本
近
代
文
学
専
攻

講
師

研
究
発
表

発
表
者

境
涯
の
類
似
　
貧
困
　
菊
池
寛
の
場
合

境
涯
の
類
似
　
貧
困
　
松
本
清
張
の
場
合

境
涯
の
相
違
と
二
人
の
文
学

菊
池
寛
と
の
不
思
議
な
縁

松
本
清
張
研
究
会  

第
25
回 

研
究
発
表
会

平
成
23
年
12
月
3
日（
土
）午
後
2
時
　 

慶
應
義
塾
大
学 

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

『
松
本
清
張
と
中
間
小
説
の
時
代
』

高
橋 

孝
次 

（
千
葉
大
学
非
常
勤
講
師
）



　清張がセルフタイマーで撮影した昭和18年頃の写真が
ある。この時使用した「ライカ」と思われるものが、この度見
つかった。
　持ち主は、清張が作家になる以前から家族ぐるみで交
際があった小野昭治氏。清張は小野氏の叔父・五郎さんと
友人で、五郎さんは昭和15年に戦死した。その二日後に小
野氏が生まれたことから、五郎さんの「生まれ変わりだ」と
言って清張に大変かわいがられた。昭和8、9年頃、五郎さ
んは、兄である小野氏のお父さんが乗っていたサイドカー
付きのハーレー・ダビッドソンに清張を乗せて出かけ、溝に
落ちて新調したばかりの清張の浴衣が破れたというエピ
ソードも伝わっている。清張は、「五郎さんが一緒について来て、おふくろに謝ってくれた」と話し
たという。また、小野氏のお母さんとも親しく、清張は上京後も姉のように慕っていたという。
　「ライカ」は、もとは小野氏のお父さんのものだった。中国大陸へ出征した際、前述のハーレー
を軍の物として持って行き、サイドカーに連隊長・橋本欣五郎（『昭和史発掘』「『桜会』の野望」
にも登場する将校）を乗せて走ったが、昭和12年の除隊の時に売り払い、香港で「ライカ」を購
入して帰国した。
　小野家では日常的に使用されていたこのカメラを、清張が遠出の際に借りたということは、十
分ありうると小野氏は言う。昭和18年頃入隊前の清張が自分の写真を撮ったカメラが、この「ラ
イカ」である可能性は高いだろう。

新資料

開催期間延長

松本清張没後
20年記念
特別企画展

新発見！ 清張が使った「ライカ」？！

　清張旧蔵のカメラ、ニコンF3について、改造を手がけた後藤哲朗氏が、「清張スペシャ
ル」の秘密を語りました。
　後藤氏は、ニコンのフラッグシップ機開発に長年携わり、NASAが実際に宇宙で使用し
たカメラの開発なども手がけました。それらの貴重な経験を、興味深くお話いただきました。

松 本 清 張 没 後 2 0 年 記 念・特 別 企 画 展 関 連 講 演 会

（株）ニコン　ニコンフェロー・映像カンパニー・後藤研究室長　後藤 哲朗 氏講 師

「ニコンF3 松本清張スペシャル作成の過程」

5月6日（日）まで 松本清張記念館地階 企画展示室

小野 昭治 氏

○平成24年3月24日（土） 14：00～15：00　○松本清張記念館 地階ホール
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大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
六
月
二
十
八
日
、

湯
ヶ
島
巡
査
駐
在
所
の
報
告
に
よ
っ
て
、山
田

警
部
補
及
び
田
島
刑
事
が
現
場
調
査
及
び
捜
査

の
た
め
に
出
張
し
た
。「
現
場
は
湯
ヶ
島
か
ら
約

三
里
ほ
ど
離
れ
た
山
中
」
で
、「
凶
行
の
場
所
と

考
え
ら
れ
る
白
橋
付
近
に
あ
る
氷
倉
（
白
橋
よ

り
約
二
十
間
ほ
ど
離
れ
た
地
点
）の
中
に
、裸
足

で
は
い
っ
た
ら
し
く
、オ
ガ
屑
の
上
に
新
し
い

足
跡
が
つ
い
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。」「
そ
の

足
跡
は
、僅
か
九
文
半
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
っ

た
」「
九
文
半
と
い
え
ば
婦
人
の
足
で
あ
る
。」

　

土
工
ふ
う
の
四
十
五
・
六
歳
の
男
が
六
月

二
十
八
日
の
午
後
六
時
ご
ろ
、湯
ヶ
島
新
田
を

天
城
山
中
に
向
っ
て
行
っ
た
と
い
う
目
撃
者
が

現
わ
れ
た
。「
さ
ら
に
、こ
の
男
と
時
を
前
後
し

て
、銘
仙
の
派
手
な
縞
柄
を
着
て
、裸
足
の
ま

ま
草
履
を
帯
に
挟
ん
だ
、

二
十
四
・
五
の
女
も
、同
様

に
天
城
山
へ
登
り
、さ
き

の
男
と
途
中
で
何
事
か
談

話
を
交
換
し
て
い
る
所
を

目
撃
し
た
と
い
う
者
も
出

て
き
た
」「
こ
の
女
が
、白

橋
付
近
で
土
工
ふ
う
の
男

と
争
っ
た
あ
げ
く
男
を
殺

害
し
、そ
の
氷
倉
で
一
夜

を
明
か
し
た
う
え
、早
朝

人
目
を
避
け
て
峠
を
越
し

た
の
で
は
な
い
の
か
。」

　

左
は
、こ
の
跡
地
に
再
建
さ
れ
た
氷
室
（
氷

倉
）を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

説
明
板
に
よ
る
と
、大
正
初
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、冬
の
天
城
山
で
人
工
的
に
天
然

氷
を
製
造
し
、「
氷
室
」
に
夏
の
需
要
期
ま
で
貯

蔵
し
て
お
く
工
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。深
さ
約

50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
人
工
池
に
水
を
は
っ
て

板
で
碁
盤
割
り
に
区
切
り
、氷
を
つ
く
る
。で
き

た
氷
は
、渡
り
廊
下
状
の
す
べ
り
板
の
上
を
手

押
し
さ
れ
て
、氷
室
の
ひ
き
ぬ
か
（
木
の
ひ
き

く
ず
）の
山
の
中
へ
と
沈
め
ら
れ
て
、夏
ま
で
保

存
さ
れ
た
。

　

次
回
は
、「
天
城
ト
ン
ネ
ル
」を
検
証
す
る
。

（
西
本　

衛
）

　
「
黒
地
の
絵
」
は
昭
和
三
十
三
年
三
月・四

月
「
新
潮
」に
連
載
さ
れ
た
。朝
鮮
戦
争
が
勃

発
し
た
昭
和
二
十
五
年
の
七
月
、松
本
清
張

の
生
活
し
て
い
た
小
倉
で
実
際
に
起
き
た
、米

軍・黒
人
兵
の
集
団
脱
走
暴
行
事
件
を
題
材

に
し
た
小
説
で
あ
る
。

　

こ
の
小
説
の
映
画
化
に
つ
い
て
清
張
が
言
及

し
た
最
初
は
、管
見
の
か
ぎ
り
「
ま
ず
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
尊
重
す
る
こ
と
」（「
キ
ネ
マ
旬
報
」
昭
和

四
十
一
年
十
一
月
上
旬
号
）
と
い
う
エッ
セ
イ
で
あ

る
。〈
今
、私
が
最
も
映
画
に
し
た
ら
面
白
く

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
は
「
黒
地
の
絵
」

で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
く
ら
い
の
題
材
を
大
胆
に

映
画
に
す
る
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、今
や
映
画

は
、自
分
た
ち
の
分
野
に
観
客
を
引
き
も
ど

す
こ
と
は
、難
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。〉

　

作
品
発
表
か
ら
八
年
、『
黒
い
画
集 

あ
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
証
言
』
な
ど
の
名
作
を
含
め
、す

で
に
二
十
一作
品
が
映
画
化
さ
れ
て
い
た
が
、日

本
映
画
界
への
提
言
と
も
と
れ
る
文
面
か
ら
は

「
黒
地
の
絵
」へ
の
特
別
な
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
。ず
っ
と
そ
の
思
い
は
消
え
る
こ
と
な
く
、

十
年
後
、黒
澤
明
監
督
に
題
材
と
し
て
こ
の

小
説
の
こ
と
を
話
し
た
。黒
澤
監
督
は
そ
の
場

で〈
た
ち
ま
ち
乗
り
気
に
①

〉な
る
が
、そ
の
後

〈
な
ん
の
音
沙
汰
も
〉
な
か
っ
た
。し
か
し
、〈
一

時
で
も
大
監
督
が
映
画
化
の
意
欲
を
起
こ
し

た
ら
し
い（
？
）こ
と
〉に
、清
張
は
映
画
化
実

現
の
可
能
性
を
見
た
。そ
れ
が
、昭
和
五
十
三

年
十
月
の『
霧
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョン
』
創
立
へ
と
繋

が
る
の
で
あ
る
。

　
『
霧
プ
ロ
』
で
は
、清
張
自
身
が
ベ
ス
ト
ス

リ
ー
に
選
ぶ
映
画
『
張
込
み
』、『
砂
の
器
』
を

作
っ
た
野
村
芳
太
郎
監
督
と
手
を
組
む
。野

村
監
督
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
に
、黒
人
脚

本
家
、ブ
ッ
カ
ー・ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
と
日
本
側
の

古
田
求
を
伴
い
、シ
ナ
リ
オ・ハン
テ
ィ
ン
グ
の
た

め
小
倉
の
地
を
訪
れ
て
い
る
②

。結
局
、『
霧
プ

ロ
』
は
解
散
し
映
画
化
は
流
産
し
て
し
ま
う

が
、そ
れ
ま
で
に
三
本
の
脚
本
が
書
か
れ
た
。

第
一稿
は
前
述
の
日
米
脚
本
家
に
よ
る
共
作
の

シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。第
二
稿
と
第
三
稿
は
『
鬼

畜
』
な
ど
の
脚
本
を
手
が
け
た
井
手
雅
人
氏

が
、昭
和
五
十
七
年
八
月
と
五
十
九
年
三
月

に
脱
稿
③

し
た
も
の
で
あ
る
。記
念
館
で
は
現

在
、こ
れ
ら
三
冊
を
す
べ
て
展
示
し
て
い
る
。

　

最
後
の
第
三
稿
で
は
、冒
頭
「
そ
の
著
書
を

手
に
し
た
松
本
清
張
氏
。」（
上
・
写
真
）と
あ
る
。

清
張
自
身
が「
黒
地
の
絵
」を
書
い
た
理
由
を

語
る
台
詞
に
続
け
て
、十
九
人
の
関
係
者・目

撃
者
の
証
言
が
並
ぶ
。ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
へ
の

意
識
が
伺
わ
れ
る
。《
シ
ー
ン
1
5
2
》〈
留
吉

が
、大
型
の
骨
膜
刀
を
振
り
あ
げ
、う
っ
と
気

合
を
こ
め
て
振
り
お
ろ
す
。跨
が
っ
た
足
の
下

に
、黒
い
肌
の
胴
体
が
転
っ
て
い
る
。そ
の
胸
の

翼
を
ひ
ろ
げ
た
鷲
が
、切
り
裂
か
れ
て
い
る
〉。

ラ
ス
ト
の《
シ
ー
ン
1
5
3
》
は
「
キ
ャ
ン
プ
外

の
排
水
路
」、〈
ど
す
黒
い
水
〉
が
排
水
管
か
ら

溝
に
流
れ
出
て
い
る
。こ
の
画
に
祗
園
太
鼓
の

音
が
か
さ
な
る
。も
し
こ
れ
が
映
画
に
な
っ
て

い
た
ら
、衝
撃
的
な
映
像
に
我
々
は
肝
を
つ
ぶ

し
た
か
も
し
れ
な
い
。だ
が
、四
半
世
紀
の
あ
い

だ
待
ち
に
待
っ
た
清
張
が
観
た
ら
、は
た
し
て

ど
の
よ
う
な
感
慨
を
持
っ
た
だ
ろ
う
か
。

①
『
霧
プ
ロ
』始
末
記
」 

昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
六
日
、「
週
刊
朝
日
」。

②
『
毎
日
新
聞
』（
西
部
版
） 

昭
和
五
十
四
年
六
月
五
日
。

③
井
手
雅
人「
仍
っ
て
件
の
如
し
」　
昭
和
六
十
年
五
月
、「
シ
ナ
リ
オ
」。

（
学
芸
担
当　

中
川 

里
志
）

作
品
の
舞
台
を
訪
ね
て

「
天
城
越
え
」
②氷室

氷室（氷蔵）ご案内

『黒地の絵』の三つのシナリオ



友の会 活動報告
●生誕祭

12月12日（月）　参加者44名
記念館 企画展示室

　2年ぶりに、松本清張さんの102回目の誕生日を友
の会会員でお祝いする「生誕祭」を開催しました。
　会員からの要望を受けて、初めて藤井館長を囲ん
での「茶話会（意見交換会）」形式で行いました。館
長のお話のほか会員同士の交流もあり、ケーキや
コーヒーを頂きながら終始明るく賑やかな雰囲気のひ
とときでした。

友の会入会のお申し込みは… TEL. 093-582-2761  松本清張記念館友の会事務局まで

●友の会会員　更新のお知らせと新規会員募集●
松本清張記念館友の会は8月1日～翌年7月31日までを1年度として、文学散歩や清張サロン、講演会、生誕祭、友の会だよりの発行、
記念館に関する情報提供など多彩な事業を展開しています。
年会費は3,000円です。皆様のご入会を心よりお待ちしています。

●清張サロン
　清張サロンは毎回テーマを設定し、講師を招いてのお話や参加者
との意見交換・交流を目的に開催しています。12月から2月にかけて3
回開催され、いずれも会員の皆様に、より深く清張や清張作品を楽し
んで頂くことができ、充実したサロンとなりました。

第3回 12月9日（金） 14：00～15：45　参加者63名
 記念館 企画展示室
  ●特別講演会 「ゼロの焦点」
 ●講師 久保田裕子氏（福岡教育大学教授）

第4回 1月27日（金） 14：00～16：00　参加者24名
 記念館 地階会議室
  ●テーマ 「私の清張 －雑学アラカルト」
 ●講師 末並公俊氏（友の会 幹事）

第5回 2月24日（金） 14：00～16：00　参加者21名
 記念館 地階会議室
  ●テーマ　特別企画展「清張が愛したカメラとその時代」
 ●講師 栁原暁子氏（松本清張記念館 専門学芸員）
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特
集	

清
張
作
品
の
映
像
探
索

　
対
　
談 

清
張
映
画
の
現
場 

山
田
洋
次 

・ 

川
本
三
郎

 

松
本
清
張
作
品
の
映
画
化 

佐
藤
忠
男

 

『
ゼ
ロ
の
焦
点
』の
同
時
代
性
と
歴
史
＝
物
語
性 

仲
正
昌
樹

 

「
黒
地
の
絵
」に
み
る
メ
デ
ィ
ア
と
占
領 

—
小
説
か
ら
撮
影
台
本
へ 

十
重
田
裕
一

 

清
張
小
説
の
な
か
の
映
画
と
映
画
館 

綾
目
広
治

 

『
ニ
ュ
ー
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ
昭
和 

松
本
清
張
事
件
に
せ
ま
る
』 

外
崎
宏
司

 

矩
形
の
荒
野
に
描
か
れ
た
天
才
画 

—

清
張
原
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
史
論 

樋
口
尚
文

　
対
　
談 

日
本
電
影
是
我
的
憧
憬 

王
成 
・ 
劉
文
兵

 
—

海
を
渡
っ
た『
砂
の
器
』

 

「
渡
さ
れ
た
場
面
」の
シ
ナ
リ
オ
に
就
て 

新
藤
兼
人

 

シ
ナ
リ
オ 「
渡
さ
れ
た
場
面
」 

新
藤
兼
人

　

エ
ッ
セ
イ	

松
本
清
張
賞
の
こ
と	

夢
枕　

獏

	

松
本
清
張
先
生
原
作
の
映
画
に
出
演
し
て	

岩
下
志
麻

　

記
念
館
研
究
ノ
ー
ト

 

デ
ュ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
の
影 

—

青
年
清
張
が
観
た
映
画 

中
川
里
志

 

北
九
州
の
映
画
館
の
変
遷

今
回
の
特
集
テ
ー
マ
は「
清
張
作
品
の
映
像
探
索
」で
す
。

現
在
も
映
画
・
ド
ラ
マ
で
広
く
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
清
張
作
品
。

論
文
の
ほ
か
、座
談
会
・
エ
ッ
セ
イ
・
シ
ナ
リ
オ
な
ど
、〈
映
画
〉〈
映

像
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、そ
の
魅
力
、現
場
か
ら
み
た
清
張
の
横

顔
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
な
ど
を
、多
彩
に
多
面
的
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

研
究
誌『
松
本
清
張
研
究
』
第
十
三
号
発
刊
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　清張作品の読書感想文を、中学
生・高校生を対象に募集します。
　若年層に、より多くの作品に親し
んで欲しい、表現力を学び豊かな心
を身に付けてもらいたいという願い
から、このコンクールは始まりまし
た。そして、これからを担う若者たち
に、探求の人・松本清張の精神を伝
えていくことができれば幸いです。

■応募対象　全国の中学生・高校生
■課題図書　中学生・高校生ともに下記から１作品
　「砂の器」 （『砂の器』上・下巻　新潮文庫）
　「或る『小倉日記』伝」

（『或る「小倉日記」伝』新潮文庫、『西郷札』光文社文庫、『松本清
張傑作短篇コレクション』〈上〉文春文庫）

　「高校殺人事件」 （『高校殺人事件』光文社文庫）
■応募方法

○中学生、高校生ともに1200 ～ 2000字程度の読書感想文を書
き、応募用紙に添えて提出してください。

○手書き、ワープロどちらでも結構です。ただし、全体の字数が分
かるように応募用紙に１行の字数×行数を記入してください。

○原稿は自作で未発表のものに限ります。なお、応募原稿はお返
しいたしませんので、必要な人はコピーをおとりください。

■応募締切　平成24年10月31日（水） ※当日消印有効
■応 募 先　〒803-0813　福岡県北九州市小倉北区城内2番3号
　　　　　　松本清張記念館　感想文コンクール係
　　　　　　※応募用紙は記念館ＨＰからダウンロードできます。
■選　　考　松本清張記念館内の選考委員会により選考します。
■発　　表

最優秀賞、優秀賞の受賞者には、12月下旬頃、本人と学校に通
知し表彰式を行います。
なお、入選の結果は、当館発行の「館報」で発表します。その場
合、著作権は松本清張記念館に帰属します。

■賞　　品 　（受賞人数等、変更の場合もあります。）
○最優秀賞（１人）

 《モンブラン》万年筆「マイスターシュテュックNo.149」
○優秀賞（中学の部…１人）（高校の部…１人） 文具など（未定）
○佳　作（中学の部…３人）（高校の部…３人）

記念館グッズと図書カード
※なお、最優秀賞は中学の部、高校の部で各一回ずつの受賞と限らせ
ていただきます。最優秀賞受賞後の応募も歓迎します。すでに受賞した
人からの応募作品が賞に該当する場合は＜特別賞＞として「館報」掲載
を予定しています。

●主催　北九州市教育委員会　●主管　北九州市立松本清張記念館
●協力　モンブランジャパン

ミュージアムグッズ新商品のお知らせ
ポストカード

■松本清張 肖像写真 1枚 80円

■いつもカメラを携えて
 ̶清張が撮った世界
  8枚入り 600円

■松本清張　書と画
  7枚入り 600円

※通信販売はしておりません。

1131211B

　清張没後20年を記念した事業の第1弾、特
別企画展『いつもカメラを携えて』が好評です。

清張とカメラの取り合わせを意外に感じる方もおられて、興味深く観覧さ
れています。5月6日（日）までの開催となりましたので、ぜひ記念館にお越
しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西本　衛）

平成24年度

中学生・高校生
読書感想文
コンクール

写真：文藝春秋提供

第 回15 松本清張研究奨励事業募集
募集要項

※詳しくは記念館までお問い合わせください。

対　　象

内　　容
応募方法

① 松本清張の作品や人物を研究する活動
② 松本清張の精神を継承する創造的かつ斬新な活動
　（調査、研究等）
※上記①②の活動で、これから行おうとするもの。ジャンル、年
齢・性別・国籍は問いません。ただし、未発表に限ります。個人
又は団体も可。

入選者（団体）に200万円を上限とする研究奨励金を支給します。
今後取り組みたい調査・研究テーマ等の内容が具体的に分かる企
画書、予算書、参考資料（様式は自由、ただし日本語）を、平成25
年3月31日までに応募してください。

2011年度・ドラマ化された清張作品
2011.9.10（土）・11（日）

2011.11.2（水）

2011.11.9（水）

2011.11.16（水）

「砂の器」

「張込み」

「鉢植えを買う女」

「聞かなかった場所」

テレビ朝日

テレビ東京

テレビ東京

テレビ東京


